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BCG生 菌及 ビ死 菌免疫家 兎血漿 ニヨル

喰菌現象ノ比較研究

附(一)「 ツベ ル ク リ ン」刺 戟 ニ ヨル 喰 菌 現 象 ノ研 究

(二)BCG加 熱「アル コール」越幾斯兎疫血漿 二BCG生

菌 ・「サ ポニ ン」加培養結核死菌及 ビ強毒人型結

核死菌ノ喰菌現象比較研究.

入幡市 製鐵所病院

馨學博士 柴 田 純 一朗

緒 言

結核死菌 ラ注射 シテ免疫 ラ得 ル爲 メニハ多量 ガ

菌 テ要 スルコ トハ嚢 ノ實験 二 述 ベタル 塵 ニ シ

テ、叉其生 ズル免疫髄 ノ量 ハ注射 二使用 スル結

核菌龍iノ侵 サ レタル程度 二反比例 スル コ トテ實

験 シタ リ。弦 二於 テBCG生 菌 及 ビ其加熱死菌

テ以 テ家兎 二免疫 ラ施 シ、時 日ノ経過 ト共 二其

冤疫 ノ推 移駄態 テ血漿喰菌現 象 ニ ヨリテ検 スル

ハ蓋 シ有毒 菌再感染 ニ ヨリテ病理解剖 的 二免疫

状態 ラ研 究 スルニ比 シテ興味 アル問題 ナ リ。 月.

ツ喰薗 セ ラル ・菌株 ニ ヨリテ ノ差異 テ知 ル爲 メ

二喰菌 菌液 トシテBCG生 菌 、「サボ ニ ンJ加 培

養結核死 菌及 ビ強毒人型結核死菌 ノ3種 ラ併用

シテ其喰菌 白血球撒 テ検 査 セ ン トス、叉以 上 ノ

實験 ト同様 二生菌BCG菌 ラ以 テ免疫 セル家 兎

二「ツベル クリン」ヲ皮下 二注射 シ其過 敏性 ラ起

スコ トニ ヨリテ、血漿喰菌現象 ノ檜進 ラ來 スヤ

否 ヤテ検 シ、次 二BCG加 熱 「アル コール」越幾

斯免疫家 兎血漿 二於 テ、前同様3種 ノ菌液 ラ以

テ血漿喰菌現象 テ検 シテ、其喰菌 白血 球撒 ノ差

異 テ知 ラン トシテ、次 ノ實験 テ企 テタ リ。

文献概要

L6wenstein{i)ノ 記 載 ニ ヨレバ、注意深 ク70℃

二加熱 シテ結核菌 テ弱 ラシメタルモ ノハ煮沸 シ

タルモ ノト同様 二「ワクチ ンJFシ テ無数 ナルコ

トテR.Kochハ 諦 明 シタ リF云 フ。CalmetteC)

ハ100℃ 加 熱 ノ人型結核菌免疫動物 ハ感染試験

二於 テ免疫 ガ無 ク.60℃ ニ テ孚時間加熱 ノ人型

菌免疫動物 ハ生菌感染試験 二於 テ病勢 二稽 丸慢

性 ナル経過 ラ與 へ、有馬頼吉 氏等 ハ生結核菌見

疫 二由 リテ好 キ結果 テ與 へ、大李得 三氏{3》ハ1"'サ

ボ ニ ン」加培養結核 生菌 テ人罷i二注射 シテ其敷果

テ護 シ、5〈渡邊義政氏 〔41ハ生菌 ヲ以 テ晃疫 ス レ

バ微最 ニテモ既 二相 當 ノ豫防力 ラ護 明 スルモ
、蜘

死 菌 ハ比較的大量 ノ菌 ヲ注射 シテ初 メテ免疫力

テ謹明 シ今村荒男氏(5}ハBCG生 菌 及 ビ伽熱結

核死菌 テ以 テ豫備免疫 テ行 ヒ有毒結核菌 ノ感染

試験 二於 テ茄高熱 死菌 ノ無数 テ 誰 明 シタリ。

Argentina{y}ハBCG牛 菌 テ注射 シ其 「オプ ソ

ニ ン」喰菌摩 テ検 シ40日 テ以 テ其最高 トセ リ
。

大谷氏{7)及 ビ椎葉氏{s}ニ ヨ レバ絢構 酸加血液

(血漿)ノ 喰菌現 象 ハtsブ ソニ ンj喰 菌現象 ト全
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ク異 ル モ ノニ シテ「オ プソニ ンJハ 正常血 清中 ニ

モ存 シ非特 異性 ナ レ ドモー定 濃度 ノ杓櫛酸曹達

ラ加 ヘ テ得 タル血漿 二於 テハ「オプ ソニ ン」作用

ハ阻 止 セラル ト爲 シ、小林健見氏 《9)2・拘 傷酸加

血液(血 漿)ノ 喰菌 作用 テ 「トロー ピ ンJ二 蹄 セ

リ。

次 二肺結核患者 二 「ツベル ク リン」テ 注射 シテ

「オプ ソニ ン」率 ノ高 上 ラ 企 テ タル 學者多 シ。

Kossleru.Neumann〈iG}ハ 結核患者 二「ツベル

ク リン」普 通使用量 ニ テハ「ネガチAbフ フー ゼ」

ラ起 ス コ トナ ク、叉注射 ラ纏綾 スルモ 「オ プソ

ニ ンJ率 「ニー ボPtJノ 高 上 テ 來 タサザ リキ。

Turbanu.Baer(ii>ハ 「T.OA」1mg/100萬

分 ノ1テ 注射 スルモ強 キ 「ネガチーベ」叉 ノ・「ボ

チーベ ファPtゼJヲ 現 ハ シtT.R.ハ 著 シキ数 果

無 カ リキ。EdwardTurton(12)ハT.R.400分

ノ1、 又 ハ2000分 ノ1テ4日 一21日 ノ間隔 テ

置 キテ注射 シ、 「オプ ソニン」率 テ常 二高 ク保 ツ

コ トテ得 タ リ。CraceCalvert㈹ ハT.R.ラ 注

射 シタルニ「オプソニ ン」卒 ハ急 二下 降 セ リ。

次 二喰菌 現象 二各株 ノ菌液 テ使用比較 シタル例

テ暴 グ ンeWrightandDouglasa4)ハ 喰 菌現

象 二生菌 ト死菌 テ比較使 用 シテ差異 ナ シトシ、

B蕊eherα5)ハ 生 菌、61。C加 熱菌及 ビ120℃ 加

熱菌 ラ喰菌現 象 二使用 シテ其差 ナ シトシ、Hans

Much㈹ ハ人型結核菌株及 ピ牛型結核菌株4株

ラ以 テ「オプソニ ン」喰菌現象 ヲ検 シ差異 ナキテ

謹 シ、渡邊義政氏 ⑬ ハ 白鼠 ノ腹腔 二人型 生死

結核菌及 ビ牛型生結核菌 ヲ注射 シテ自然喰菌 テ

管 マ シメタルニ差異 テ 認 メザ リキ。LaMen。

dola(18)ハ 「アセ トン」、「アル コ・一ル」、 「エー テ

ルj、「クロロホ ルムJラ 作用 セ シメタル結核菌 ハ

喰 菌 サ レ易 ク、 「ホルマ リン」殺菌結核菌 ハ攣化

テ與 ヘ ザル菌 ト同様 二少 キ喰菌歎 テ與 ヘ タ リ。

自家實験

(1)免 疫 元

1932年5月 、ウヰー ン市國立血 清研究所 ヨリ得

タルBCG菌 株 テ「グ リセ リンJ馬 鈴薯 二培養 テ

纏績 セルモ ノヲ用 ヒテ次 ノ如 ク調製 セ リ。

.(】)生BCG菌 浮 游液

BCG「 グ リセ リン」馬鈴薯培 養30日 ノ菌苔 テ探

リ、滅菌濾紙 ノ間 二歴 シテ水分 テ去 リ、一定量

ヲ秤量 シ硝子球 入滅菌 「コルベ ン」申 ニテ振 温磨

砕 シタル後生理的 食藍水100c・a中0.69テ 含 ム

生菌浮游液 トナス。

(2)死BCG菌 浮 游液

BCG/30日 間 「グリセ リン」馬鈴 薯培養 ラ70℃

湯浴 ニテ1時 間加熱殺菌 セル モ ノテ生菌浮游液

ト同様 二生理的食盤水100中0・699含 ム死菌

浮游液 テ調製 ス。

(3)BCG加 熱 「アル コPtルJ越 幾斯

BCG「 グ リセ リン、ブ4ヨ ン」培養約8週 間 ノ菌

量19ニ ツキ100csノ 割 二96%「 アル コール」ラ

加へ、37℃ 二10日 間 静置 シ、4時 間振温 シ、

5時 間60℃ ニ テ密栓 シテ加熱 シ紙 ニテ濾過 ス。

(fi)家 兎免疫

免 疫 家 兎

番號

畷
驚{iil

噺ii
(腎赤蠣

割萎i

盟 重

lill

i難

i難撫 りY3

難i
全部 ノ家 兎ニ レー メル氏法 ニ ヨリ 「ツベル クリ

ン」皮 内反慮 ラ検 シ其陰性 ナル テ確 メタル後

(1)一(6)家 兎 二 〇・6%生 菌BCG浮 游 液5ca

(30mg>テ 静脈 内 二 注射 シ、(12)一(14)家 兎 二
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0・6%BCG浮 游 液5◎9(30mg)ヲ 静脈 内 二注射

スo

(7)一(11)家 兎 ハBCG菌 液3。3α α(20mg)テ

静 脈 内二注射 ス、是 レハ 「ツベル クリン」刺戟喰

菌試験 二使用 シタ リ。

(17)一(20)家 兎ハBCG「 アル コー ル」越幾斯免

疫家兎 ニ シテ注射法ハ後 二述 ブ。

個)實 験 方法

實験 ノ準備

(1>菌 液 ノ調製(白 血球喰菌 用)

強 毒人型 結核 菌(F)、 「サボ ニ ン」加培 養結核菌

(AO)(刀 根 山株)ノ 「グ リセリンプィ ヨン」培養

30日 ノモノテ80℃1時 間加熱殺菌、食盤水 ニテ

洗條 シ、叉BCG「 ゲ リセ リン」馬鈴薯培養生菌テ

探 リ各 ラ璃磯乳鉢 ニテ播 リ食盤水 テ加 へ遠 心沈

澱 シテ固 リラ去 リ食盤水1c.c中2mgノ 白色葡

萄歌球菌 テ含 ム標 準菌液 二比較 シテ是等3株 ノ

菌液 テ食盤水 テ以 テ稀繹 シ、3種 ノ菌液 ヲ同様

二稀繹 シテ「オブェ ク トグ ラスj上 二塗布標 本 ヲ

作 リー覗野中 二含 マル ・菌数 ノ等 シクナル檬 二

加減 シタル菌液 二絢構 酸曹達液及 ピ食盤水 デ同

量 二加 ヘテ各菌株 ノ絢嚇酸曹達菌液 ト食盤水菌

液 トヲ得 タ リ。各絢構酸菌液 ハ1c・G中1mgノ

菌 ト1。5%ノ 絢 構 酸曹達 ト0.85%ノ 食 盤 トテ

含 ミb各 食盛水菌液 ハ1α ◎中1mgノ 菌 ト1・5

%食 蜷 トテ含 へ 菌液 ハ零度 二近 キ氷室 二納 メ

置 キ調製後2週 間後使用 セ リ。

(2)不 洗 白血球液 ト洗漁 白血球液 ノ調製

白血球 ハ余 自身 ノモ ノテ使用 シ、0.7%絢 構 酸

曹達食盤水中 二自己 ノ血液 テ探 リ2分 シテ沈澱

シテ上清 ヲ去 リー一方 ラ不洗 白血球液 トシテ、他

方 ニハ爾食盤水 ラ加 ヘ テ遠 心沈澱 シテ上清 テ去

リ、毛細管 ヲ器底 二達 セ シメテ其下方牛分 テ吸

引 シ去 リテ白血球液 トシテ使用 ス。(詳 シキハ前

實験 二記載)

喰 菌現象 ノ實験

(1)血 漿 ニ ヨル喰菌現 象

2%絢 構曹達(0・85%食 盛 テ含 ム)O.1αQ

冤 疫家 兎血液O、2qQ

以 上 テ凝 固 セザル様探 血管 二探 リ沈澱 シテ血漿

テ得。

血漿(家 兎>1容

不 洗白血球液1容

絢構酸曹達菌液1容

以上 ヲ混和 シ37℃ ニテ25分 間 温 メ塗布 標本 テ

作 リ染色 シテ喰菌 白血球撒百分牽 ラ以 テ表 セ リ

(2)血 清 ニ ヨル喰菌現象

085%食 盤 水0・1c・q

発 疫家 兎血液0.2c・q

右 テ混和 シテ ー定時 間後 違心沈澱 シテ 血清 テ

得。

血清(家 兎)1容

洗}條白血球液1容

食盤水菌液1容

以 上テ混和 シテ37℃ ニテ25分 間 温 メ塗布標 本

ヲ作 リ、染 色 シテ喰菌 白血球数 テ百分卒 ニテ表

セ リ。

(lv>實 験

(1>生 菌BCG、30mg宛 テ家兎6疋 ノ静賑 内

二注射 シ、 一定 ノ日激 ラ置 キテ血漿及 ビ血清 ノ

喰菌現象 テ検 ス。 即 チ白血球(中 性 多核 白血球、

移行型、大輩核細胞)100個 ラ 撒 へ 喰菌 セル白

血球 ノ撒 ヲ以 テ喰菌程度 テ表 シタリ。各表ハ甚

ダ多撒 ナル爲 メ全部 テ暴 グ ルコ5能 ハズ、6疋

ヨ リ得 タル値 テ李均 シテ列記 スル コ トトセ リ。

各家 兎ハ注射後10日 、20日 、30日 、45日 、60

日、80日 、116日 、150日 、200日 ノ9同 二 亙

リテ3株 ノ菌液 二就 テ検査 セ ラレタ リ。第1列

ニハ正常家 兎2疋 ノ喰菌李均鍬 ヲ封照 トシテ暴

ゲタ リ、

左 二大谷彬亮 氏 ノ示 シタル血漿喰菌現象 二於 ケ

ル陽性陰性 ノ標準 テ示 ス。

喰菌 セル白血球 ノ標準

10%以 下

n%一 一一200/.

21%-30%

31%-40%

40%以 上

陰性

疑問

弱陽性

中等陽姓

強陽性
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表1生 菌BCG免 疫家兎喰菌白血球鍬(表 ハ6疋 家兎ノ喰菌白血球ノ李均値ナ リ)

免疫注射後ノ経過日鍛
匠常家
兎李均
樹照%

免疫家
兎10日
目%

免疫家
兎20日
目%

免疫家
兎30日
目%

免疫家
兎45日
目%

免疫家
兎60圓
目%

免疫家
兎80日
目%

免疫家
兎116
日目%

免疫家
兎150
日目%

免疫家
兎200
日目%

血 漿 十F菌 液(絢)112 21 26 30 33 30 31 25 27 21

血 漿+AO菌 液(絢) 12 23 31 50 39 32 44 37 37 30

血 漿+BCG菌 液(絢) 10 21 25 35 31 30 30 24 20 19

血 清+F菌 液(食) 26 30 25 34 32 30 28 26 21 27
穿

血 清+AO菌 液(食)34
と

33 30 41 43 36 41 38 36 24

血 清 十BCG菌 液(食){22 34i25 35 38 39 32 31 30 29

表1(生 菌BCG免 疫)テ 通 覧 スルニ血漿喰菌 撒

ハ 日撒 ノ経過 ト共 二漸次檜加 シ、30日 二至 ル迄

デハ各菌液 ノ喰菌 ハ何 レモ増 シタ レ ドモ45日 、

60日 、80日 二於 テハ多 少 ノ檜減 ハ アレ ドモ著

シキ慶 化ナキモ ノ ト見 ル テ得 ベ ク、116日 二至

レバ喰菌 ノ下降 テ示 シ、150日 二至 レバー層 下

降 テ示 シ、200日 二至 レバ注射後10日 目 ノ李均

撒 二近 キ撒 テ示 スニ至 ル、而 シテ200日 目 二6

疋 ノ各家 兎二就 テ ノ喰 菌数 ラ見 レバ内2、3疋 ハ

全 ク無見疫家兎 ノ喰菌 二 近 キ数即 チ15%、13

%ノ 如 キ数 テ示 シ、他 ノ家 兎ハ爾 ホ相當 ノ喰菌

撒 テ示 ス。但 シ各家 兎 ノ表 ノ掲載 ハ省略 ス。 即

チ生菌BCGテ 静脈 内二注射晃疫 シタル家 兎ハ

200日 後 二至 レバ 其或 モ ノハ既 二免疫抗 匿 ラ失

フニ至 ルモ ノ ア リト判定 シ得、Calmetteet

Coulaud(19)ハ 生BCG菌15mgラ 家 兎静脈内

二注射 シ種 々 ノ間隔 テ置 キテ其 内臓 ヲ組織學的

二研究 シ、200日 ラ経過 ス レバ 各 内臓 ハ殆 ン ド

結核病攣治癒 ス ト報告 セ リ。

次 二血清 ノ喰菌帥 チ「オプ ソニ ン」喰菌 テ見ルニ

正常血清 二於 テ喰 菌 ラ示 シ、免疫 血清 二於 テハ

日敷 ノ経 過 ト共 二喰 菌撒 ノ増加 テ來 スモ血漿 ノ

ソレト比較 ス レバ其差顯 著 ナ ラズ。猶特 二注目

スベキハ血漿及 血清 ノ雨實験 テ通 ジテ、AOハ

他 ノ雨菌株 ヨリモ喰菌撒著 シク多 キコ トナ リ。

之 二就 キテハ後 二詳論 スベ シ。

(2)死 菌BCG30mgテ 健 常家 兎3疋 ノ静脈 内

二注射 シ、生菌冤疫 ノ時 ト同檬 ノ日撒 テ置 キテ

其血漿及 ビ血 清 ノ喰菌数 テ検 シタ リ。H表 ハ3

疋 ノ卒均 籔 テ列記 セルモ ノナ リ。

表ll死 菌BCG免 疫家兎喰菌白血球籔(表 ハ3疋 家兎ノ喰菌白血球 ノ李均値ナリ)

免疫注射後ノ経過日籔
正常家
兎李均
i封照%

免疫家
兎10日
目%

免疫家
兎20日
目%

免疫家
兎30日
目%

免疫家
兎45日
目%

免疫家 免疫家
兎60日
目%
兎80日

目%

免疫家
兎116
日目%

免疫家薩疫家

晋6囎鰐
血 漿+F菌 液(絢) 】2 12 16 22 14 10 9 17 18 11

血 漿+AO菌 液(桐) 12 17 13 27 20 16 20 29 29 17

血 漿+BCG菌 液(絢) 10 13 12 25 16 12 13 15 15 14

血 清+F菌 液(食) 26 30 18 30 23 21 28 28 15 20

血 清+AO菌 液(食) 34 37 18 34 34 33 29 31 32 18

血 清+BCG菌 液(食) 22 41 21 32 23 25 26 21 12 20

表fiラ 通覧 スルニ此死菌発疫二於 テハ嚢 二余 ノ

結核菌加熱死菌発疫 ノ時 ヨリモ比較的低熱 ニテ
の

短時間殺菌 シタル菌 ヲ前同注射量 ノ約2同 分 テ

只1回 丈 ケ注射 シ、1ニ ハ生菌免疫 ト比較 シ、

他 ニハ注射後幾 日目二最高 ノ免疫 テ生 ズル カテ

検 シタ リ。血漿 ノ喰菌撒 二 於 テハ注射後30日

且 二賜 陽性 テ呈 シタル ノ ミニテ45日 二至 レバ

既二陽性以下 ノ撒 ラ示 ス。以上生菌死菌 ノ實験

ヨリ考察 スレバ生菌 ハ死菌 二比 シテ発疫元姓弼

キコトヲ知ル。且 ツ結核菌免疫ハ他 ノ菌 ト趣 テ

異ニシ、免疫燈 ノ褒現遅 ク、余 ノ實験二於テハ

最後 ノ注射 日ヨリ30日 以前ニハ免疫盟 ノ産生

不充分ナリ。

次二表1,llテ 通 ジテ菌株 ノ差異ニ ヨル喰菌鍬 ノ
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攣 化 二就 テー 言 セ ントス。

F菌 トBCGト ノ喰 菌撒 二於 テハ明 カナル別 ナ

シ只AOノ ミニ於 テハ常 二他 二比 シテ多 クノ喰

一菌テ示 ス。襲 ノ「サボ ニ ン」加培 養結核菌死菌免

疫 實験 二於 テAO喰 菌 ハ特 二他 二比 シテ多 ク ノ

喰 菌藪ラ 示 サザ サキ.此 相 異 ノ原 因 テ案 ズルニ

余 ハ襲 ノ實験 二當 リテハ所持 セル3株AO菌 ノ

中、毒力強 キ「ア イヌJ株 テ選 ビタ レ ドモ本實験

二於 テハ ソレニ比 シテ毒力錫 キ刀根 山株 テ用 ピ

タ リ。叉實験 的 二是等 ノ菌株 ラ普通 「グ リセ リ

ン」寒天 二激代 移植 シタルモ ノヲ見 ルニ其 「コロ

ニー'Jハ 「ア4ヌJ株 ハ 強毒結核菌株F二 酷似 ス

ルラ見ル。此比較的弱毒菌 株 ヂ サボ ニ ン」加培

養 二多撒 世代 テ重 ネタル コ トニヨ リテ其蝋様物

質 ノ攣化 ヲ來 シ白血球 二喰取 セラ レ易 クナ リシ

モノナラ ンカ.今 弦 二断定 セ ン トスルモ ノニ非

レ ドモLaMendola〈i8)ノ 實 験報告 二於 ケル如

ク「エー テル」叉 ハ「アル コー ル」等 ニテ蝋様物質

ラ除去 シタル結核菌 ノ喰菌数 ノ多 キ コ トニ徴 ス

ルモ亦首肯 シ得 ベキ事 ナルベ シ。

附一、 生菌BCG兎 疫家 兎;薔 「ツベ ル ク リン」注 射 ニ ヨル喰 菌力試 験

健常家 兎3疋 二前實験 ト同一方法ニ テ生菌BC

G20mgラ 静 脈 内二 注射 シ127日 目=血 .i漿拉

二血清 二就 キ喰 菌現 象 テ検 シタルニ表 皿第2列

二示 ス如 ク相 當強 キ喰 菌能力 ヲ示 セ リ。此 モ ノ

ニ レー メル氏法 二從 ヒ「ツベル ク リン」皮 内反慮

テ検 シタルニ何 レモ陽性 ヲ示 シタ リ。爾 ホ健常

家 兎2疋 テ加ヘ タル5疋 二於 テ毎週1【 司薔 「ツ

ベル クリンJヲ 皮 下二注射 シ5回(即 チ1mg、

1mg、2mg(此 時1疋 死亡 ス>3mg、4mg>

ラ重 ネ タル後1週 間 目二耳静脈 ヨリ探血 シテ喰

菌現象 テ検 シタ リe表 皿ハ其結果 テ2疋 宛李均

シタル喰菌 白血球 ノ百分傘 ナ リ.即 チ健常家 兎

2疋 二同様 二 「ツベル ク リン」 テ注射 シタルモ

ノハ無所置封照家 兎 ノ喰菌力 ト大差 ナキニ生

菌BCG注 射 家 兎 ノ喰菌力 ハ著 シク増大 セルテ

見ル。

表 皿 生菌BCG免 疫家兎二薔らソペルクリン」注射後ノ喰菌現象

＼ 喰菌白血球籔
、㌧

㌦
瓶、

菌液AO、Fハ
死菌BCGハ 生菌 ＼＼

血 漿 十F菌 液(絢)

血 漿 十AO菌 液(絢)

血 漿 十菌BCG液 絢)

血 清 十F菌 液(食)

血 清 十AO菌 液喰)

血 清 十BCG菌 液(食)

正常家兎李均野
照%1

11

い
13

　
1

22

一
20

7
16

疫家兎菌注射
120日 目 「ツ

ルクリソ」注

前李均喰菌%

ル ク リ ン」 注 射

後 李 均 喰 菌 タ6

簸 家兎 り 」{正常家兎 ヂツ」正骸 兎 り ペ
ルクリソ」注射

前李均喰菌%
7レクリソ」注射

後亭均喰菌%

25 49 11 14

36 52 13 17

26 38 7 11

29 29 22 16

37 50 20 30

34 34 、16 17

附二、BCG加 熱 「アルコール」越幾斯見疫家兎血漿=於 テ強毒結核死

菌(F)、 「サポニ ン」加培養結核死菌(AO)及 ビBCG生 菌 ノ

喰菌現象比較

BCGrア ル コー ルj越 幾斯発疫家 兎

BCG培 養109二 封 シ「アル コールj100c・Gノ 割

二混 ジ370C二10日 間 静置 シ、4時 間振盈 シ、

5時 間60℃ ニ テ加熱 シ濾過紙 ニテ 濾過 シタル

モ ノテ以 テ3疋 ノ健 常家 兎 二各3日 毎 二6回 注

射 ス。帥 チrア ル コール」越 幾斯10c.c.ラ 探 リ「ア

ルコール」テ蒸褒 シタル後食盤水 テ加 ヘ テ静脈

二注射 シ、6同 ニ シテ69qc.ノ 「アル コール」越 幾
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斯 ヲ注 射 シ、 最後 ノ注射 ヨリ2週 間 テ経 テ探 血

シ喰菌現 象 テ検 セ リ。17號 家兎ハ2同 注射後死

亡 シタルテ以 テ20號 家 兎 テ補 ヒ注射 シタ レ ド

モ喰 菌李均撒 二加ヘ ズ。

喰菌現象

健 常家 兎1疋 ノ喰菌現象 テ検 シ封照 トス。免疫

家 兎18號 、19號2疋 ノ喰菌 白血球藪 百分 卒 ノ

李均 テ取 リタリ登

BCG加 熱1'ア ル コー ルj越 幾斯60c£ テ以 テ発疫

シタル家兎血漿 ハ中等陽性 ノ喰菌促進物質 テ含

有 ス。AO菌 喰菌 ハ 僅 カ ニ 多 ケ レ ドモF及 ビ

BCG二 比 シ大 差 ナ シe

血 清(「 オプソニ ンの ノ喰菌現 象ハ前實験 ト殆 ド

ノ

表IVBCG加 熱 「アル3一 ンレ」越幾斯冤疫

家兎喰菌白血球数

(表 ハ2家 兎ノ喰菌A血 球数ノ李均値ナ リ)

＼＼ 喰菌白血球数

菌液A訟 ＼
菌BCGハ 生菌 ＼
血 漿+F菌 液(桐)

血漿 十AO菌 液(絢)

血 漿 十BCG菌 液(絢)

血 清+F菌 液(食)

血清 十AO菌 液(食)

血 清 十BCG菌 液(食)

正常家兎喰
菌%

10

13

18

32

38

36

免疫家兎
均%

34

37

鍛

37

46

31

孝

結

(1)生 菌BCG発 疫ハ同量 ノ死菌BCG免 疫二

比 シテ著 シク強キ冤疫抗禮(特 二喰菌促進物質)

ラ産生ス。

(2)生 菌BCG冤 疫ハ注射後30日 経過後充分ナ

ル喰菌促進物質ノ産生 テ見、80β 迄 デハ殆 ンド

同程度ノ能力 テ維持 シ其後漸次下降 シテ200日

二達 スレバ多クハ冤疫前 ノ歌態二復蹄ス。

(3>死 菌BCG免 疫ハ生菌免疫二比 シテ甚ダ微

弱ナル喰菌促進物質 テ産生スレドモ 注射後30

日二於 テ最高度 ノ能力 テ登生ス。

(4)生 菌BCG免 疫二於テ血清 ノ「オプソニンJ

喰菌現象ハ発疫抗禮登生ノ程度低キモノニ於 テ
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